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劇文学の 夜 は 永く 続いた。 黙 阿弥 を 最後と して、 わ 

が 国に は、 ほんた うに 劇作家と いへ る 劇作家が 現れて 

ゐ ない。 ほんた うの 劇作家と は、 その 名前で 民衆 を 劇 

場に 引き寄せ、 独特の 思想と 技術に よ つ て 舞台の 生命 

を 創造しながら、 民衆と 共に 愉しむ ことので きる 才能 

をい ふので ある。 

もちろん、 ある 意味で いくらかの 手腕と 抱負と を 示 

した 岡本綺 堂の やうな 人 はゐる けれども、 現代の 演劇 



は、 十分に 湧き出て ゐ ない 憾みが あるので ある。 

戯曲が 真にす ぐれた 戯曲で あるた めに は、 た、 V 劇 文 

学と して 活字で 読まれる 価値が ある だけで は 十分で な 

い。 それ はまた、 すぐれた 舞台 を 創り あげる 要素 を完 

全に 備へ てゐ なくて はならぬ ので ある。 

舞台の 魅力 そのもの は、 俳優の 精神と 肉体と に 負 ふ 

こと 大 なる はもち ろんで あるが、 その 俳優 を 通じて、 

舞台の 印象 を、 観衆の 魂に、 即ち、 その、 無意識の 欲 

求に、 決定的な 生命の 魅力と して 刻みつ ける の は、 戯 

曲 作家の 本質的 才能の 質 如何によ る もの だと、 私 は 思 
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その 才能と は、 一 面から 言へば、 創造と 享受の 作用 

を 期せず して 同時に 発揮し 得る 才能、 真の 意味に 於け 

る 「対話の 精神」 を 創作 活動の 中に 浸透せ しめ 得る 才 

能 をい ふので ある。 つまり 戯曲 作家 は 舞台 を 通じて、 

観衆に 語る ばかりでなく、 その 観衆の 言葉に も 亦 耳 を 

傾け 彼等と 共に 愉しむ こと を 知らなければ ならぬ。 

観衆 は 時として、 俗衆に すぎぬ こと も あるが、 彼等 

を 俗衆たら しめる 罪 は、 f、 作家の 側に ある。 なぜ 

なら、 独善と 卑屈と は、 対話の 真の 精神から 遠く、 作 

家の か、 る 態度 は、 観衆の 心 を 徒らに 索然たら しめる 

ばかりでなく、 彼等 をして 「聴き 手」 たる 矜リを 失 は 



せる からで ある。 

「知って ゐる ことし か 解ら うとし ない」 俗衆の 性格 は、 

これ は 如何と もし 難いで あらう。 た、 V 「知らぬ こと を 

何時の間にか 知って ゐる やうな 気にさせる」 芸術の 妙 

味 を こゝで 指摘す るまで もな く、 演劇の 秘訣 も 亦 そこ 

にある こと を 忘れて はならぬ。 

終って、 考 へさせる こと、 教 へる こと は、 演劇に あ 

つて は、 禁物と は 云へ ぬが、 条件 づきで それが 許され 

る。 考 へる ための 努力 を できるだけ 軽減させる こと、 

教 へる 風 をし ないで、 自然に 発見させる こと、 が、 こ 

れ である。 結果に 於て、 考 へる だけの こと を考 へさせ、 



教 へる だけの こと を教 へる ことができれば、 それ は 観 

衆が 「何ものに も 強 ひられ」 なかった 満足感 を 抱いて 

も、 決して 作家の 不名誉で はない。 演劇と は、 かゝる 

種類の 作家 対 観衆の 「対話 術」 

いので ある。 



一外なら ぬと 言って よ 



た V こ、 で 問題と なる の は、 新劇が 「選ばれた 観衆」 



ばして、 最も 野心 的な 仕事 を 世に 示さう とする 傾向が 

目立って 来た こと。 これ はまた、 小説 や 批評 や 詩な ど 

から スタ— ト した 新進が、 戯曲の 方面に 創作の 領域 を 

ひろげよう とする 気配と も 関係が ある。 

第三に、 外国 トォ キイの 鑑賞に 慣らされた 観衆が 新 

劇に 求める ものが 従来と 変り っゝ あり、 新劇 関係者 I 

I 劇作家 も 俳優 も 演出家 も 批評家 も、 舞台の 真の 魅力 

を 会得し はじめ、 遅 まきで は あるが、 西洋 映画俳優の 

演技の なかに、 映画 的で ありながら、 なほ かつ 演劇的 

な もの、 つまり 映画と 演劇に 共通な 演技の 生命なる も 

の を 識別す る やうに なり、 新しくして 旧い リアリズム 



さに、 それ は 詩人に よって 音頭が とられた とい ふこと 

になる。 

戯曲 家 もまた、 か、 る 運動の ィニ シァチ ー ヴを とる 

ことがある。 た ^ それ はつねに、 演劇が 文学 を 「尊重 

する」 時代に 限られる。 舞台 を 離れて 戯曲 文学の 成長 

も 発展 も考 へ られな い からで ある。 

この 意味で 私 は、 いは ゆる 戦後派の 「戯曲」 にな ほ 

多大の 興味 をつな ぐ。 劇文学と して、 それが どれ だけ 

新しい かとい ふこと だけで も、 われわれ は 問題に して 

い 、 からで ある。 
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